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第
五
高
等
學
校
五
十
年
史
の
編
纂
は
、
何
の
爲
に
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
有
形
に
無
形
に
、
常
に
本
校
の
現
在
に
活
き
て
、
之
を
動
か
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
過
去
を
再
検
討
し
て
、
獣
え
ず
何
等
か
の
新
計
霞
を
樹
立
す
べ
き
未
來
に
對
し
て
、
適
切
妥
當
な
る
資
料
を
提
供
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
過
去
五
十
年
間
の
記
録
な
り
遺
物
な
り
を
、
如
何
な
る
態
度
を
以
て
静
述
す
べ
き
で
あ
る
か
。
編
年
鵠
に
依
る
べ
き
か
、
記
傳
鵠
に
従
ふ
く
き
か
、
史
論
鵠
を
採
る
べ
き
か
、
抑
堂
時
代
別
と
鰯
す
べ
き
か
。
本
書
は
、
そ
の
何
れ
に
も
偏
す
る
こ
と
な
く
、
時
代
に
大
別
し
た
る
後
、
他
の
三
髄
を
併
用
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
文
部
省
編
纂
の
學
制
五
十
年
史
の
如
き
は
、
學
制
頒
布
以
前
、
即
ち
明
治
元
年
よ
り
同
五
年
ま
で
を
第
一
期
と
し
。
五
年
の
頒
布
後
同
十
二
年
教
育
令
公
布
ま
で
を
第
二
期
と
し
、
そ
れ
よ
り
同
十
九
年
學
校
令
公
布
ま
で
を
第
三
期
と
し
、
該
令
公
布
後
口
同
一
一
一
十
一
一
・
三
年
頃
、
そ
の
改
正
の
必
要
を
生
じ
た
る
ま
で
を
第
四
期
と
し
、
墨
校
令
改
正
後
同
四
十
年
義
務
年
限
延
長
ま
で
を
第
五
期
と
し
、
延
長
賞
施
後
大
正
十
一
年
ま
で
を
第
六
期
と
し
、
第
六
期
を
更
に
明
治
末
年
と
大
正
と
に
分
け
て
ゐ
る
。
而
し
て
本
校
の
歴
史
は
、
そ
の
第
四
期
以
後
に
相
當
す
る
の
で
あ
る
が
、
學
制
中
特
殊
の
地
位
に
在
る
高
等
學
校
は
、
鞘
堂
そ
の
趣
を
異
に
す
る
の
で
、
明
治
元
年
以
後
學
校
令
公
布
ま
で
を
略
述
し
て
、
之
が
前
提
と
爲
し
、
同
一
一
十
年
、
第
五
高
等
中
學
校
創
立
以
後
同
一
一
十
一
一
年
ま
で
を
、
第
一
期
古
城
假
校
時
代
と
し
，
二
十
一
一
年
九
月
、
新
校
開
校
以
後
、
同
一
一
十
七
年
、
第
五
高
等
學
校
と
改
榊
さ
れ
る
ま
で
を
、
第
一
一
期
新
校
開
校
後
の
第
五
高
等
中
學
校
時
代
と
し
、
同
一
一
十
七
年
改
稽
以
後
、
大
正
七
年
現
行
制
度
制
定
ま
で
を
，
総
説
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三四一一一一 一
一
、教育制度
と先畳
古城の
假
校
舎
と
龍
舗の新校
森文部大
臣の經倫
一総峨脚躯
的に過ぎ
ぬず史の奥本
にみば枝
あの本の
ら歴校歴
教育は時
代に順應
し先寵す
る所以である。
廣義の教育は、人と人との間に誉まれる文化傳逵の形式であるが、狭義の學校教育は、それが教育者と被教育
者との間に、有意的に行はれるところの國家行政の一部である意味に於て、教育制度の一斑を察すべく、教育制
度の創制乃至改革は、國家行政の當事者、就中蛾高責任者の識見に基づく。殊に、高等中學校の出現の如きは、
責に本邦教育史上未曾有のことであるばかりでなく、本校は、他の四校と共に、その噴矢を爲すものであれば、
一應高等中學校令の内容と、之が起案者の意圖とを心得てゐなければ、宛も卒然として世に現れたかの感があ．
る。第二節に於て、學制の改革と森文部大臣の經論と題したのは、この意味に外ならぬ。
凡そ學校の創立に際しては、敷地を選定し、校舎の建築を竣へて、然る後開校するものと、假校舎を利用して、
總
，
説
一一一
それを該ねるものである。故に各時代の先覺者は、文化の諸相を洞察検討して、之に順應し、先導せしめんとし
て、教育の制度と機關とを案出する。是に於てか組織の鑓更が生じ、制度の改慶が起って来るのである。
本校の歴史は、軍ｂ本校のみの歴史ではなく、之を犬にしては、本邦教育史の一部として、之を小にしては。
高等學校史の一部として成り立つべきは言ふまでもない。のみならず、更に之を地方的に見れば、熊本否九州に
於ける教育界の中心を爲してゐたものである。而して歴史は又、時と人とに依って形作られる文化の繼承である。
この意味に於て、本校設立以前に於ける我が邦の學校教育を一瞥し、その由来を概見する必要がある。但、遠き
古を察するの邊なく、最も關係ある時代のそれに止めざるを得ない。而して最も深き交渉を有する時代と云へば、
固より明治改元後の十九年となる。これ第一篇第一章に於て、本校設立前に於ける明治時代の教育の一節を設く
總
説
□一一
第一一一期第五高等學校前期と爲し、更に之を改稀以後同一一一十一一年學校令改正前と、改正後同三十九年工學部分立ま
でと、それより大正七年までとに分説し、大正七年以後現在までを、第四期第五高等學校後期と爲し、各時代に
於て特筆すべき事を、なるべく年代順に記し、多数の正確なる資料に基いて出來得る限り潤断と暖昧とを避け
る積りである。加之、凡百を網羅して、之を軍に志料として始すよりは、寧ろ一議して本校の全貌を描いて賀ひ
にいと考へ、章節の如きもなるべく之を少くし仁のである。かかる見地に立ちで今少しく其艦的にその内容を
生活の記録としての歴史は、繼績であり連鎖である。故に之を時代に厘分するのは、軍なる便宜的のものに過
ぎぬ。即ち、高等學校に於ける現行諸規程は、その大綱に於ては、大正七年以來のものであり、高等學校の名稲
と規程とは、明治一一十七年の改革に基き、明治一一十七年の改正は、明治十九年の勅令竝に省令の高等中學校創建
の當初に、その源を發してるろの一事を以てするも、自ら分明するであらう。
我が第五高等學校は心全國二十有餘の高等畢校の一つであり、曾ては又、官立五高等中學校の一つでもあった。
今は男子の高等普通教育完成を目標と爲してゐるが、潮れば大學豫科のみの時代があり、専門教育を本艦として
大學豫科附属の時代があり、更に源頭に測れば、大學灘備教育と専門教育の醤・工學部とを併置せる時代があっ
た。これ即ち教育なるものが、時代に順應すると共に、時代に先駆する所以に外ならぬ。
教育制度は、先覺者の方寸に出づるものではあるが、その先覺者は、時代を認識し、將來を豫測するの燗眼を
有するものである。而も時代は過去の文化を経とし、現在のそれを緯として織り成せるものであり、古今東西の
示して見たいと恩ふ。
Ｉ校風の樹立盛學部の設置地域の贋 考験の創査と入立人學賞物試初 燕》樒峨ならず叉そのまシにしては使用し難く、何程かの改造を要したものであるが、開校に閥する生徒募集に就いては、相談會協議の結果を本とするも、應募者の教養茜だその統一を峡けると、興畢の旨趣に基づいて、心身共に優秀なる人材を需びるの結果、入學試駿の如きも、尋常一様のものでなく、又、人物考査に於ても、細心の注意を梯つ允黙は、流石に學校當局の深切丁寧を多とせざるを得ぬ。而して學科課程に至りては、現今とその趣を異にせる黙も少くないので第一一章の第一節を以て、假校舎、生徒募集、入學試業、學科課程等と爲したのである。職員の任命と生徒の入學とを以て、本校は愈・第一歩を踏み出したが、明治一一十年十一月十四日の入學式は、極めて簡素にして、直に授業を開始したのであるが、職員生徒相與に、自重自戒、切瑳砥礪、九州最高學府たるの面目を維持し、精紳的内容の充實を期したことは、恐らく想儀に餘りあるものがあったであらう。例へば、一一十一年紀元の佳節や、入學式等に於ける意氣と覺悟とは、只管我が校風の樹立に汲々たるものがあった。而して當年の意氣こそ、龍南精榊の根源をなすものであらう。第二章の第一一節を、紀元節・入學式等に現れたる校風の樹立と題した所以もその爲である。嘗學部の設置は、本校と殆ど同時ではあるが、その地が長崎に在るばかりでなく、その前身に於て古言歴史を有し、形式上は、何事も本校の使令を受けることとなってはゐても、實質上は、殆ど濁自的の立場を保持してゐたものである。加之、後年分立以後は、全く無關係のものとなった爲に、その詳細は、他日長崎嘗科大學史の編纂に俟つこととし、本書に於ては、第二章第三節竝に第一一篇第一章第四節にその概要を記すに止めたい。一一年の歳月と、十葛の資財とを費して竣工せる寵南の新校は、その輪奥の美に於ても、その内容の塾へること総 説 五 本校教育の形式は、既に法規の定むるところであり．自餘の高等中學校と共通するところがなければならぬとしても、敷地校舎ともに、熊本縣・細川侯及び有志者の寄附に依るものであり、且叉、熊本には熊本の好尚があり、九州には九州の習俗があり、創立の當時に於ては、地方民意の暢逢と、地方財政の實情とを尊重して、入學學科程度より授業料寄宿料に至るまで地方有力有識者の意見と希望とに印する目的を以て、九州各縣より、教育行政竝に實際教育に闇係ある人々の参集を求めて、腹藏なき協議を遂げたことは、今日と大いにその趣を異にし、官立にして而も官僚的形式的ならざるところに、生きた教育を目指してゐることか鏡はれる。是に於てか筆者は、特に第二章の中に、第四節として入學・學科・程度等に關する相談會なる一節を設けて、その間の事情を聞明せんとするものである。古城の侭校舍時代は、僅に二年に過ぎぬが、該地は陸軍所管のものであり、借用に就いても度々の交渉を要し、 総説四取敢へす開校し、然る後移鱒するものとがある。而して本校は、後者に属するものであるが、その古城の侭校舎たる、熊本としては、文教史上由緒深き虞であるばかりでなく、敷地の選定に至っても、多くの候補地があり、各方面より誘致運動があったにも拘らず、現在の龍山白水の間を決定したのは、恂に先見の明があり、百年の大計を樹立したものと謂ふべきである。至國の學園中、我が龍南の如きものが、果して幾つあるであらうか。少くとも高等學校中に於ては、創立賞時に在りては勿論、現在に於ても、他の追随を溶きねところがあることは、天下周知の事實である。第三節に、本校の設立と敷地の選定と題して掲げたのは、必ずしも歴史的嘉賞のみを計述 とも高等學校中に於ては、罰下周知の事實である。第三鐸する所以ではないのである。 ＪⅡ｜■■■■□■ワ・■凸００６４■■■■■■■・■■‐州Ｊ１□ＴⅢＩ山■・叩■■■■□且■冗凸■円▽６■■■幻叶、、‐昨ｂ川０１０‐－－‐－１。⑪ｒ＋ＯｗＤｌ０ＩｌＰ ’
のＩ井上毅子の抱負 別業雛會式一と回送卒五中より五筒へ 鰄雛蝋珈語演説 端敬鯛繊協議倉 表と建築の偉観 Ⅲ皿■■■Ⅱ町ⅡⅢ加川山ⅡⅢⅡＩｒｈｉⅢⅡⅡⅡⅡⅡ．Ｈ１Ⅱ叩Ⅱ町ⅡⅡｗⅡⅡ叩ⅡⅡⅡいⅢⅡⅡⅡＭＭＷ‐・池Ⅱ灰嘘ｌⅢ』い‐抑Ⅲ●いⅦ！ｈ旧１－Ⅱ－邨別則Ⅱい〃’‐・０℃●旧ｌＩＩＩ０ｌⅡｌⅡ０口。■■、１日１１１Ⅲ出川Ⅱ岬ｉ’０川汁ＪＨⅡⅢ‐」１０，１，１１１叩乢ＩⅢ’１‐Ｉ
御寅署の勅語と勅語演説を敬記する所以である。
かかる間に、本校も、明治一一十五年七月十日を以て、第一同卒業式を學行するに至った。卒業生の数は少いに
しても、本校に在りては、全く歴史的の事であった。爾来年を卒業式は行はれてゐるが、創立と共に入學し、五
年の間、學業に鍛錬に、將又龍南會の創設に、常に中心を爲して校風の確立に寄與したことは、本校の内外を間
はす、齊しく之を認なる所であった。故に學校としての卒業式のみならず、後進の主催せる還別會の如きも、軍
に其の前途を湖編するばかりでなく、感謝の至情を遺憾なく發揮せるものであって、友情の濃やかなるものが察
せられるのである。故に特に第五節として、第一同卒業式と蓬別會を略述して、往年を偲ぶよすがとしたい。
、
■
、
、
明治一一十七年、本校が第五高等學校と改稀せられてより、従来の五中は、絃に五高と略稀せらるシに至り、以
て今日に及んでゐる。而してその改稲は、本校に在りては、制度の上に多少の鍵化は免れなかったけれども、そ
の根本趣意に於ては、専門教育を主鵠とし、大學豫科は第一一義的のものとなったのであるｃ即ち大正八年現行法
の施行せらるシまでの間には、薔學部の外に工學部までも設置せられ、本校部だけが純然たる大畢豫科として立
って来たものである。而して第一一一章が僅に五箇年の歴史であるに拘らず、第一一篇第一章に、明治一一十八年より大
正七年に至る一一十餘年間の嘉賞を配するのは、一見如何にも長短輕重を失するの嫌ひはあるやうであるが、又已
むを得ないことであるので、内容的に庭分することにしたい。
高等中學校の改稲は、軍に名目の上ばかりでなく、時代の推移と、國力の酒養充實の必要よりして、他日は各
高等學校を以て夫々大學となさんとするの一過程であって鴬時世間には、地方大學の名さへ行はれてゐたくら
總
読
七
總
読
一ハ
に於ても、文字通りに九州最高の學府たるに恥ぢざるものであった。殊に、五葛一千餘坪の地域に至りては、當
時天下にその例少く、従って移韓開校直後に於ける龍南は、意氣正に天を衝くの慨があったのである。然るに
時世の進運に件ひ、本校も明治一一十七年を以て、第五高等學校と改稀せられ、その組織も翌一一十八年の新學年よ
り鍵更せられたので、移縛後改稲までの五箇年を、第一一一章新校建築と其後の第五高等中學校と爲し、その第一節
に於て、地域の廣菱と建築の偉観と題して、九州の雄校たる所以を明かにしたいと恩ふ。
就いては、一一十年十一月始業この方、鶴首麺望の新校開校式は、熊本縣下は固よりの直接關係ある九州各縣よ
りも代表的人物を網羅せる鮎に於て、實に九州の教育界に於ける聲期的のものであり、参列者の感銘も、一入深
きものがあったことが察せられるので第四章第一一節として、新校開校式を慨記したい。
而してその翌日より行はれた九州各縣關係代表者の協議會竝にその後の協議會も、往年行はれた相談會以降の
ことではあるが、新なる意義を有するものと云はなければならぬ。故に少しく遡ってｂ明治一一十一年一一一月廿一一一
日、文部省より訓令として發せられた商議委員會なるものより、一一十一一一年以後の協議會竝に各縣經覺分捲等に言
及して、之を第一一一章第一一一節に一括する心組である。
本校が剛健質實を以て標傍し。敢て流俗に同することなく、屹然として天下を脾脱するの時、明治一一十三年十
月一一一十日を以て、國民の趨歸を明かにし、教育の本旨を示し給へる勅語の、而も御哀署の勅語を，一一十四年
の一月に奉戴したのは、有難くも、畏れ多いことの限りである。而して秋月教授の勅語奉讃と謹解と嘆賞時本
校のみならず、縣下に於ても他の追随を許さざるものであった。これ即ち本校の歴史に、第一一一章第四節として、Ｉ １
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津
！明治天皇噸鮴柵紬で 日露戦争鵬鵬糺鋤までの龍南 竪學部の分立とエ學部の新設 日清戦争賞時竝に宣誓式施櫛繍時のを恩へば、章に教育史上のみならず、國運進展の一道程として興味ある事柄であらう。然るに熊本高等工業學校
も、昭和十一年の秋を以て、創立一一一十周年を迎へて盛大なる祗典を學げ、之を記念として沿革史の編纂も企てら
れ、近くその刊行を見るに至ってゐるので木綿には極めて簡軍に記して置く積りである。
北兇露國に對して、敢然鋒を執った征露の戦はｂ日清役と同様に、全く正義の爲の聖戦であり、而して未だ曾
て正義に敵し得るものなきが如く、贋懲の目的は遂に達せられた。けれども、大敵を屠るまでには、戦場の勇士
も、銃後の國民も、具に幾辛酸を嘗めたことか。．旅順の開城や、日本海海戦や、奉天會戦に際して、國民の感激
感謝は、到底筆舌の議し得るところではない。而してその感激と感謝とが、龍南人に如何なる形を以て現れたか
を知るのも、張ち無用の業ではないと恩ふ。然ｂ而して戦捷の意氣は、．やがて叉戦後の弛緩をも件ひ易い。國民
精紳の弛緩は，感受性に富める青年子弟にも免れなかった。これ第六節日露戦争賞時より明治末年までの龍南あ
不世出の聖天子明治天皇御不例の報一度傳はるや、全土俄に闇雲にまされ、御平癒訴願の赤誠は、津を浦ん
に及んだ。而も途に再び起ち給はす、長へに称去りますや、國民の悲歎と失望とは、其の極に達した。御大葬の
御儀の際に於ける本校の遥拝もさることながら、桃山御陵参拝や、御大典御跡拝観等の旅行も、空前のことであ
る。而して遥拝式の模様に就いては、學校の記録もあり、龍南會雑誌の記事もあるが、御陵参拝に關しては、龍
南會雑誌に擦るの外なく、御跡拝観の事に至っては、それすらないのは尤も遺憾とする。而して明治帥宮御造警
の際に於ける獣木は、軍ｂ本校のみのことではないが、關係ある事として、第七節に附記して置く筈である。
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ゐである。而してそれは専ら時の文部大臣井上毅子の識見に出でたものであるのは周知のことである。且叉、高
等學校の制度の改革は、今日に至るまで幾多の識者に依って企てられたことであり、井上子の意圖は、必ずしも
悉く賞現するに至らなかったとは云へ、非凡なる識見の顯現であったことは申すまでもない。この意味に於て、
本章には第一節として、改稲の経緯と井上文部大臣の抱負を考察して見たいと老へる。
時恰も園を蕊げての日清戦孚の頃であり、國民全般に亙って、國家観念と民族意識とが、いやが上にも願現し
た結果、純眞なる青年子弟にも、深甚なる影響を及ぼしたことは申すまでもない。さりながら、第一一一高等學校の
大學豫科が慶止せられて、多くの生徒が來ｂ加はったばかりでなく、該校の關係地方の一部も、本校の厘域に編
入せられ、三十年以後は、厩域を撤魔された結果、在来の本校が、主として九州地方の生徒であったのに、俄に
全國的となり、爲に鱗に都市の風習が加はｂ、物質文明誕歌の風潮と相俟って、校風に著しき愛化を來し、それ
が爲に、入學に際して宣誓式を墨行し、禁酒を勵行せんとしたことは、結果の可否は兎に角、鴬時に於ては、事
傭已むを得なかったであらう。端的に申せば、宣誓式實施當時の龍南はＹ除り芳ばしいものでなかったのは事寳
であるが、章に之を以て本校のみと見ることは敢て徴らぬ。而して第一一節を日清戦箏當時の龍南、第一一一節を宣誓
式施行前後の龍南と題したのは、｜面には、美黙長所を願場すると共に、又一面に峰その間の消息を鏡はんと
するものに外ならず．且、明治一一一十一一一年學校令の改正に件ふ學科課程等をも掲げて置きたい。
餅期に於ける欝學部の分立と、工學部の新設とは、相當重大な事實である。而して一一學部が、今では夫ん長崎
醤科大學と熊本高等工業學校となり、共に天下に重きをなしつシあるが、嘗ては何れも本校の一部であったこと
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三十周年
記念の行
事
と
事
業
概時台天下皇
況の臨皇へ大
本と￣今子
校衞の上殿
現行制度
“》珈蝋今上陛下榊蜥鵬と第十三臨鵬臓唄織置思想界の推移と龍南人
模様を偲び奉りたいと老へる。
新校開校以來、記念の式典は、十月十日を卜して、年毎に行はれて来たのは勿論であるが、特に三十周年記念
のみを本章の第一一一節として掲げて見たいのは、その式典が、それまでのものに比して盛大であったばかりでな
く，未だ同窓會はなくとも、卒業生に微を飛ばして醜賢を募り、各種の記念行事と事業とを途行し、今にそれが
遣って居り、尚將來に傭へらるべきものであるからである。而して式典の際に於て爲された學校長の報告もさる
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大正改元後の七年間には、この外、大正四年十一月十日の御即位禮奉祇式、翌五年十一月三日の立太子禮奉駅
式等を始として寄宿舎及び事務室の改築，生徒集會室の移築、御眞影奉安所の新築等の外、選抜試駿規程の改
正等も行はれたのであるが、第八節には、宮中關係の行事だけを記すこととした。
現行制度が施行せられたのは、大正八年のことで、爾來今日に及んでゐるので、第二篇第二章を、第五高等學
校後期としたが、現行制度が決定されるまでに僕幾多の経緯がある。即ち、従来の大學豫科は。前年を以て了
ｂ、この年から高等普通教育の完成を目的とし、併せて國民道徳の徹底を圖ることとなり、一部・二部・三部の
名目を庭して、新に文科・理科と爲し、夫為の學科課程を改正したものである。故に本章の第一節は、之を現行
制度施行の事情と改正の内寒と題して、その邊の消息を明かにせんとするものである。
而して當期の初めに於て、第一に特筆護記すべきことは、大正九年三月三十一日の皇太子殿下の行啓である。
假令御微行とは云へ、又、宮殿下の台臨は、以前にも屡旦あったが、皇太子殿下の行啓を仰ぎ、親しく本校の教
育情況を台覧に供し奉るのは、恂に有難き極み屯あった。故に第一一節皇太子殿下の行啓の一節を設けてその御
前述の如く、當期に於ける特徴は、思想上の問題である。而してそれは全國的なるのみならず、世界的事象の
一部と見るべきであらう。この意味に於て、五十年の歴史を顧みる時、未だ曾てその類例を見ないのである。故
に先づ我が邦に於ける思想界の推移を略述し、本校に於ける影響と事件とに及ぶ筈ではあるが、中には其龍的に
記すことは、種々の支障を感ずるものもあるので、それ等に就いては、極めて抽象的に止めざるを得ない。而し
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して置きたいと恩ふ。
大正九年より昭和六年十一月十四日今上陛下の行幸までは、十年の歳月を閲し、その間に於て記すべきこと
は、塁校長の交替を始めとして決して少くな児さりながら、主として思想界の影響を蕊つた問題が多いので、
之を後述することとし、第一一一節の次には、直に今上陛下の行幸と御親閲とを護記することとしたが、天皇陛
下の行幸を添うした時の恐濯と感激と歓喜とは、禿筆の及ぶところでなく、殊に、東宮に在した頃の行啓をも仰
いだのは、何物の幸幅か之に若くものがあらう。而して當日畏くも天覧に供し奉った本校の現況に就いては之
を省略して、第七節の現況に於て略述したい。
第十三臨時教員養成所の設置は、昭和五年四月であって、陛下行幸以前のことに属し、且、その性質も年限
も乃至員數も、之を嘗學部及び工學部の比ではないが、共に行幸と御親閲とを仰ぎ、授業も本校教官に依って行
はれたことは、寧ろ瞥學部よりも深い關係があるのである。この意味に於て、本章の第五節としてその概略を記
としたい。
ことながら、同年春の東宮殿下行啓の折に言上し奉ったものか、極めて要を得てゐるので、之を前節に譲ること
龍南會の
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現在は過去の繼績であり、瞬時にして過去となる。故に五十年の歴史を述べて現況を記さないのは、首尾一貫
を欲くの感がある。而も本書刊行の企は、開校五十年を記念せんが篤であれば、職も現在的なるその式典を記し
て置くべき責任さへ擬える。卒直に申せば、本校の現況と言っても、昭和十一一年四回現在を目標としなければ、
種々の黙に於て不便があるばかりでなく、中には不可能の事もあるであらう。本校の現況と開校五十年式典と題
する第七節は、斯かる見地に立ちたいと老へる。
寄宿舎の起源は、遠く古城時代に始まり、新校移縛の後、習畢祭と名づけられたるものである。而して寮史の
編纂は、着手以来既に七・八年を閲し、愈僖近く刊行の筈で数百頁を費すとのことであり、それを第三篇の第
一章に纏めて記すことは、微力の龍くする所ではない。故に本章に於ては、主として規則を経とし、龍南一含雑誌
の記事を緯として、規則の鍵更を通してその生活を推測して見ることにしたいが、第二篇第一章第一一節・同第六
節乃至第二章第六節を併せ老ふれば、中らかと雌も遠からざるものではあるまいか。
校友會たる龍南會は、固より生徒を本鵠とするものではあるが、會長各部長には、夫々校長諸教授を嘗て、そ
の他の職員も、悉く特別會員たる以上，本校の歴史に必要訣くべからざることは一一一一二までもない。而もその創立
は明治一一十四年のことであり、その間に於ける嘉賞を第三篇第二章に記し去ることは、殆ど恩ひもよらず、校史
とは別に、龍南會史として編述せらるべきものである。故に若し例へぱ、来る昭和十六年創立五十周年を期し
で疑史に類するものが、生徒の間に於て企てられてゐるとせば。本章の如きは之を省略して然るべき性質のも
のである。然るに未だそのことを耳にしないので已むを得ず第一節に於て、龍南會の成立と龍南會雑誌の創刊
に就いて略述し・第二節に於て寵南會の傳承を略記して見たいと老へる。
以上を以て吾校の全貌を一通り記し了ることとなるのであるが、本書編纂の鵠裁上、當然記すべきことにして
記し難いことが少くないであらう。故に之が遺漏を補足する爲に、第四節第一章を補遺として例へば、各殿下
の台臨、帽章と白線、修學旅行、栽樹會、門札とポスト、カッター、私的の諸會、来校の名士・金品の寄附、紋
別式、プール、對七高戦孚等を、断片的に書留めて置きたい。
次に第一一章に於て、歴代學校長と教職員に及ぶことにするが、學校長も現校長まで既に十代を數へ、教職員に
至りては、履歴書だけでも、其数七百に達し、到底記し議すことは不可能であるばかりでなく、古人も、丈夫は
棺を蓋うて事方めて定まる，と曰つ犬やフに、現存の人んを述べることは、卿か徴を失する嫌ひもあるので、熟
慮に熟慮を重ねた結果、之を任命順一覧表にして示したる後、索引を附けたいと思令又、勤績の年凹は短くと
も、學術に思想に、大いなる感銘を與へた人もあり、在職中はきまで箸れす、本校を去って後、不朽の名を垂れ
てゐる人もあるので、それ等の人々を格別に記すことは、必ずしも本書編纂の趣旨に添ふことにもならぬ。若し
夫れ卒業生在校生に至りては、本校一覧に記されてゐるので絃に列筆するの賛を避けたい。
然るに本書の如く、學校至髄に關するものにも、複雑微妙を極め、限りある紙数に細大漏きず列暴することの
困難と煩雑とを畳えるが、さればと云って、編年鶴を無脱することも到底忍びないので、筆者が嚢に五十年式典
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て改稀後期の鯵末として、本校の現況を記すべきではあるが、本章第三節の例に倣ひ、之を次節に譲ることとす ’
！／ ’五高同窓倉と開校鰄鮒年記 總読
一四
の爲に、第五高等學校一覧に基いて編述せる第五高等學校沿革略を本とし、更に増補改訂を加へて、編年沿革略
と題する一文を第一一一章と爲し、以て本書の短を幾分なりと補ひたいと老へる。
最後に、開校五十年記念會なるものは、五高同窓會を中心として發起されたものであるばかりでなく、五高同
窓會は、その歴史に於て新しくとも、一室は該本校の歴史を形作った主龍でもあれば、之が成立の由来と継承とを
明かにし、併せて開校五十年記念會の内容を記して置くことは、實行委員の一人としての義務でもあり、且は
又、他日今後の校史編纂の参考誓料ともならうかと考へ、附録として、五高同窓會と開校五十年記念會の一篇を
加へて、本稿を了りたいと息ふのである。
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